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No.11 空室・不在時等の空調停止 空調・換気 

内容 

省エネを確実に実施していくためには、こまめな

省エネの実践が不可欠です。取組内容をルール化

するなど、従事者に実践しやすい省エネを意識付

けていきます。 

実施目標 

空き室、不在時等のこまめな空調停止など、室内

機スイッチ操作の基準を作成し、空き室、不在時

等の不要時の空調停止をこまめに実施する。 

①現状の問題点 

人が不在の室で空調を運転していませんか？ 

空き室・不在時の停止をルール化して、省エネを図ります！ 

②実施手順 

（１）空調停止のルールを決めます。 

■空調の停止についてのルールを定め、所内コンセンサスを得ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）空調の停止のルールを周知します。 

■所内回覧やメールなどを活用し、取組内容を伝達し、徹底します。掲示板に掲示する、出入口

に注意喚起の張り紙をすることなども効果的です。 

■実施状況については、点検表により確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）効果を確認します。 

■実施前後のエネルギー使用量を比較し、効果を確認します。 

■効果の確認結果については、所内で情報を共有します。 
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No.13 余熱利用による早めの空調停止 空調・換気 

内容 

終業時間よりも一定の時間早めに空調停止時間を

設定し、省エネを図る。 

実施目標 

終業時刻より早めの空調停止など室内機スイッチ

操作の基準を作成する。 

①現状の問題点 

終業まで空調機を運転していませんか？ 

空調は停止してからもしばらくの間は冷暖房の効果が残るものです。終業時間より 30 分～1 時間

くらい前に空調を停止することで省エネを図ります！ 

②実施手順 

（１）空調時間の短縮を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）空調の運転時間を明示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）効果を確認します。 

■実施前後のエネルギー使用量を比較し、効果を確認します。 

■効果の確認結果については、所内で情報を共有します。 

 

 

外気温度が下がると冷房

負荷が減るので、早く停

止できる可能性がありま

す。 
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No.30-① 電力デマンド制御 中央監視 

内容 

デマンドコントローラにより需用電力を監視し、

需用電力を抑制します。それにより、契約電力の

低減が図れます。 

実施目標 

デマンドコントローラを適切に運用して、契約電

力の低減を図ること。 

①現状の問題点 

契約電力を考慮せずに電力を使用していませんか？ 

デマンドコントローラを適切に運用して省エネを図ります！ 

 

 

■契約電力は、一般的に、当月を含めた過去 1 年間の各月の最大需用電力のうち、最も大

きい値となり、それにより電力の基本料金が決まります。デマンドコントローラ等の需

用電力を監視し、制御する装置を使うことで、使用状況に応じた空調機器等の管理が可

能となります。それにより最大需用電力を抑えられるので、契約電力も下がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 
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No.30-② 電力デマンド制御 中央監視 

②実施手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）契約電力の確認 
現在の契約電力を確認する。 

４）設定入力 
デマンド制御システムに設定値を入力す

る。 
入力項目 
・契約電力、目標値 
・警報レベル 
・遮断レベル毎の遮断負荷登録 
詳細は各システムの取扱い説明書参照 

５）システム実行 

２）遮断負荷の選定 

６）結果確認 
契約電力超過を防止した。 
負荷遮断による利用者からの苦情は無か
った。 

 

３）システム設定 
目標値、警報レベル、遮断負荷のグルー
ピングを行う。 
過去の３０分データがある場合は、消費
電力の傾向を参考にし、急激な電力の消
費が予測される場合などに対応できるシ
ステム設定を行う。 

ＳＴＡＲＴ 

ＧＯＡＬ 

YES 

NO 

契約電力と料金の仕組み 
 
500kW 超 
契約電力を超過すると違約金が発生す
る場合があります。 
契約電力が自動的に上がることはない
が、契約電力の増加を供給者から迫ら
れることがあります。 
 
500kW 以下 
契約電力を超過すると、超過月の最大
電力が次月以降の契約電力に自動的に
変更されます。 
契約電力を見直す（下げる）場合、自
動的に下がる場合と協議が必要となる
場合があります。 
契約電力を下げる場合は、１年間契約
電力未満で運転する必要があります。
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No.39-① 屋内駐車場換気の不要時間の停止 中央監視 

内容 

屋内駐車場は自動車の排気ガスを換気するための

設備が設置されていますが、駐車台数が最大のと

きにも安全性を保つ容量であり、ほとんどの時間

は過剰な設備となっています。不要な時間はファ

ンを停止させ、省エネにつなげます。 

実施目標 

屋内駐車場の換気時間を把握し、換気の不要時間

帯における換気設備の停止を実施する。 

①現状の問題点 

駐車場の換気量が過大になっていませんか？ 

CO 濃度制御、場内温度制御、スケジュール発停等を適切に運用して省エネを図ります！ 

 

 

■屋内駐車場の換気設備は、屋内駐車場内の駐車台数が最大のときにも場内の空気環境を

一定以上に保ち、安全性を維持するよう設計されています。そのため、ほとんどの時間

帯では、駐車台数に対して過剰な設備となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台数が少ないとき

には換気を停止で

きるのでは？ 
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No.39-② 屋内駐車場換気の不要時間の停止 中央監視 

②実施手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

START 

１）駐車場の換気設備が連続運転している 
スケジュール設定により連続運転している。 

２）制御方法の確認 
換気設備の制御機能を確認する。 
一酸化炭素濃度制御、場内温度制御、スケジュール発
停 

３）制御方法の選択 
間欠運転となるよう制御方法を選択する 
一酸化炭素濃度又は場内温度制御の場合、設定値によ
っては換気設備が殆ど運転せず、場内に排気ガスがこ
もる恐れがあるので注意する。 
スケジュール設定による場合は、１日に登録できるス
ケジュール数を把握した上で運転時間帯を設定する。 

４）制御設定・実行 
制御方法を設定し、実行する。 

５）異常の有無 
一酸化炭素濃度１０ｐｐｍ超過が継続的 
場内温度設定値超過が継続的 

 

YES
NO

GOAL 
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No.41-① 温水プール運転時間の見直し 中央監視 

内容 

プール水温の昇降特性を把握することで、利用時

間までの必要加温時間を算出し、温水循環ポンプ

の運転時間を削減します。 

実施目標 

プール水温を把握した上で熱源機器の最適な運転

スケジュールを設定し、実施する。 

①現状の問題点 

温水循環ポンプが連続運転していませんか？ 

プール水温の昇降特性を把握することで、温水循環ポンプの運転時間を削減することができます！ 

 

■プールの利用時間が限定的な場合、常時必要温度を保ち、熱源機器および温水循環ポンプを連

続運転させることはエネルギー消費の無駄となります。 

■熱源機器を停止した場合のプール水の降温特性と、熱源機器を稼働した場合のプール水の昇温

特性を把握し、プール利用時には必要温度まで昇温できる範囲で熱源機器および昇温用ポンプ

を停止させることで、温水循環ポンプの稼働時間が短縮され、省エネを図ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放熱 

温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 

 

熱交換器

 

熱源機器 

 

温水ﾋｰﾀ等 

蓄 
熱 
槽 

温水ﾌﾟｰﾙ 

ﾌﾟｰﾙ水ﾀﾝｸ 

濾 
過 
器

P

P 

ﾌﾟｰﾙ水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ

・常時ﾌﾟｰﾙの水温を一定に

保とうとすると、熱源機

器および温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟが

連続運転となる。 

・ﾌﾟｰﾙ水の昇降温特性を把

握し、ﾌﾟｰﾙを利用する時

間帯に必要な温度を確保

するような間欠運転とす

ることで、温水循環ポン

プの運転時間を短縮し、

省エネを図る。 

水
温

[℃
] 

夜 夜 昼 昼 

熱源＆ﾎﾟﾝﾌﾟ運転状況（連続運転） 

ON 

水温一定 

水
温

[℃
] 

夜 夜昼 昼

熱源＆ﾎﾟﾝﾌﾟ運転状況（間欠運転）

ON

水温変動 

ON 
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No.41-② 温水プール運転時間の見直し 中央監視 

②実施手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＡＲＴ

１）利用時間に対して温水ヒータの運転時間が長い

２）昇温・降温特性調査 
昇温・降温の温度特性を調査する。 
方法：測温抵抗体、日報 

３）昇降温特性を基に利用時間から昇降温時間を算出
昇降温特性から昇温に必要な時間を算出する。 
特性は、外気温の影響も受けるので、季節毎に算出する
ことが望ましい。 
EXCEL などの表計算シートにより、利用時間までに設

定水温に到達するように運転時間のシミュレーションを

行う。 

４）温水ヒータ運転スケジュールの変更
運転時間の設定を変更し、運転する。 

５）実証確認 
施設利用がない日に水温を測定する。２）と同じ方法で

行う。 
温水プール利用時間までに設定水温に到達するか確認す
る。 

６）水温が利用時間までに到達する。

ＧＯＡＬ

 

YES

NO 
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